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キキョウソウを観察しました。種が熟すと、果実に穴が開いてそこから種を落とすというしくみについて説

明を聞き、実際に開いている穴を確認することができました。周辺の草むらでたくさん見られるニワゼキシ

ョウとオオニワゼキショウとの違いを、前者は後者に比べて花は大きく実が小さいと教えてもらいました。 

グンバイナズナは果実が下方から熟し、熟した果実のさやが褐色になっていました。アカメヤナギを伐った

あとのひこばえでヤナギルリハムシの成虫や卵、チュウゴクアミガサハゴロモの幼虫などを観察しました。 

 

以前にも観察した白くならないハンゲショウを久しぶりに見に行きました。白い部分がないと、ハンゲショ

ウとはなかなか気づけないと話しました。周辺のミツバは開花の時期を迎えていて、小さな白い花があちら

こちらで見られました。アカメガシワも花盛りで、雄株の花がたくさん咲いているのを観察しました。 

先月の観察会で予告していたクワの実がよく熟していて、みんなで食べることができました。今まで食べた

クワの中で一番美味しく感じたとの声も聞かれました。すぐ横のムクノキにも実がなり始めていました。こ

ちらは秋に熟し、やはり美味しく食べられるとのことなので、覚えておいて食べに来ようと話しました。ム

ラサキシキブの優しい香りに気づき観察すると、淡いピンク色の花も可愛らしいと参加者に好評でした。 

 

 

  

 

前日までの天気予報では全く心配されていなかった雨ですが、当日は朝から降り出しそうな空模様になって
いました。開始後時折ポツポツと落ちてくることもありましたが、終了時まで傘をささずに済みました。 

 

キキョウソウの果実の「窓」 

ニワゼキショウ(上)とオオニワゼキショウ 
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チュウゴクアミガサハゴロモの幼虫 ヤナギルリハムシ 
 

※Facebookも見てください！「平和公園自然観察会 Facebook」で検索・または⇒ 

http://heiwakoen.sakura.ne.jp/sizen-kansatukai/


ススキの葉を巻いた小部屋がたくさんできているのが目に入り中身を参加者に予想してもらいました。そ

っと開くとクモが一頭入っていました。これはカバキコマチグモと言って東山の森で見られる唯一の毒グ

モです。スズコナリヒラタケの竹やぶでは道沿いに出ているタケノコをみんなで次々と蹴り倒しました。 

 

昼行性のカノコガが交尾していました。初めて見ると言う参加者もいました。近くで大きなサカキが花を

咲かせていました。透明感のある白い花は五弁でみんな下を向いていました。そこへヒメカマキリモドキ

※が飛んで来ました。顔はカマキリ似でカマ状の前脚も持っていますがカマキリとは違う科の昆虫です。 

※このヒメカマキリモドキは後日タテスジカマキリモドキ(外来種)であろうということが分かりました。 

 

湿地ではサワフタギの葉の上にイモムシがいました。腹脚の多さと黒い単眼からハバチの仲間の幼虫とわ

かりましたが種名は検索してもわかりませんでした。ササの葉の上ではニホンカナナヘビやイオウイロハ

シリグモが見つかりました。また先月花を観察したカキツバタは、早くも大きな果実をつけていました。 

2 週間前に田植えが済んだ田んぼでは、もんどりにかかった生きものがバケツに入れられていました。マ

ドジョウやアメリカザリガニなどが入っていました。泥の中を移動するヒメタイコウチも見つかりまし

た。この森を象徴する水生昆虫の登場に子どもたちばかりでなく大人も興味津々で見入っていました。 

観察項目(観察順): キキョウソウ,オオニワゼキショウ,ニワゼキショウ,ヤハズソウ,ネジバナ,グンバイナズナ,アカメガシワ,

アカメヤナギのひこばえ,ヤナギルリハムシ,カラスノエンドウ,チュウゴクアミガサハゴロモの幼虫,ミツバの花,ハンゲショ

ウ,クワの実,ムクノキの実,ヒメジャノメ,イセノナミマイマイ,ツマグロオオヨコバイ,ミコシガヤ,ネズミムギ,イボタノキ,

柳絮,ムラサキシキブ,カバキコマチグモの巣,カバキコマチグモのメス,サラサウツギ,コフキゾウムシ,カノコガを捕食中のク

モ,イモカタバミ,ナミテントウ,ナナホシテントウ,ツバメシジミ,スズコナリヒラタケ,ドクダミ,カノコガ(交尾中),ナンテン,

サカキの花,カマキリの幼虫,アケビの実,ヌルデ,タテスジカマキリモドキ,ニホンカナヘビ,イオウイロハシリグモ,ハバチの

仲間の幼虫,カキツバタの実,ベニシジミ,田んぼ,マドジョウ,アメリカザリガニ,ヌマガエル,ヒメタイコウチ,アリグモ,シャ

シャンボ,キタテハ,オオウラジロノキ,オオオナモミ,ウグイスの声,オオヨシキリの声 

2024 年 6 月 

交尾中のカノコガ 

ヒメカマキリモドキ※ 
 

サカキの花 

カバキコマチグモの巣 カバキコマチグモ スズコナリヒラタケのタケノコ 

ニホンカナヘビ ハバチの仲間の幼虫 カキツバタの果実 

田んぼ ヒメタイコウチ もんどりにかかったマドジョウ 


